社会福祉法人　須崎福祉会　行動計画　
職員が、仕事と子育てを両立させることができ、働きやすい環境をつくることによって、全ての職員がその能力を充分に発揮でき労働意欲が高まるよう、次のように行動計画を策定する。
１．計画期間　令和７年４月１日～令和９年３月３１日　までの２年間
２．内容

＜目標1対策＞

　●令和７年４月～　　　　職員に対し、当法人で定められている母性健康管理規程・育児休業規則・介護休業規則についての詳細の説明会を行う。

特に、妊娠中の母性管理や、子の看護休暇については子育て中の勤務に対する配慮が職場風土として更なる定着に向けて支援を行う。
　　　　　　　　　　　　　施設内に制度の掲示をし、育児・介護休業制度の周知を図る。
＜目標2対策＞
　●令和７年４月～　　　　育児休業を取得する期間について、休業を予定する職員の業務が円滑に処理できるよう育児休業期間中の代替え職員（派遣職員等）の確保に努める。また、業務内容や業務体制の見直しを行う。（R5年度0％→今後30％を目指す）
＜目標３対策＞

　●令和７年４月～　　　　年次付与の有給休暇の70％取得を目指す。有給休暇取得の促進には、取得しやすい風土・雰囲気づくりが重要な為、有給休暇を取得できるよう社内啓蒙を継続的に行う。有給休暇を取得しやすい職場の雰囲気づくり。
目標１：職員が、出産による妊娠中・出産後の母性を尊重し働く環境を整備する母性健康管理規程の周知。及び職員が、育児・介護休業法に基づく育児休業（子の看護休暇）・介護休業等、労働基準法に基づく産前産後休業など諸制度を取得できるよう制度の周知を図る。


目標２：男性職員の育児休業を取得しやすく、職場復帰しやすい環境を作る。


目標３：年次有給休暇の取得の促進。（60％→70％にする）
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